
  

              

                                      

 

が
ど
の
よ
う
に
や
り
取
り
す
れ
ば
い
い

の
か
」
な
ど
の
質
問
に
も
丁
寧
に
答
え
、

有
意
義
な
学
習
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
の
交
流
会
は
三
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
年
末
調
整
で
間
違
え
や
す

い
ポ
イ
ン
ト
や
、
市
町
村
間
の
事
務
処
理 

講
師
か
ら
「
年
末
調
整
と
は
そ
も
そ

も
何
か
」
に
つ
い
て
や
、
校
内
の
年
末

調
整
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
そ
の
中
で
の

事
務
職
員
の
動
き
な
ど
を
細
か
く
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
給
与
事
務
に
つ
い

て
、
普
段
か
ら
や
っ
て
お
く
と
便
利
な

職
員
情
報
の
デ
ー
タ
や
資
料
の
整
理

方
法
や
職
員
と
書
類
の
や
り
取
り
を

す
る
際
に
個
人
情
報
保
護
に
配
慮
し
、

封
筒
を
活
用
す
る
な
ど
工
夫
さ
れ
た 

方
法
の
違
い
、
学
校
で
ど
う
す
れ
ば
い

い
の
か
悩
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
を
ざ

っ
く
ば
ら
ん
に
交
流
し
ま
し
た
。
交
流

の
中
で
「
学
校
の
職
員
と
し
て
働
く
楽

し
さ
」
を
語
り
合
う
姿
が
印
象
的
で
し

た
。
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
は
過
ぎ
、

そ
の
ま
ま
多
く
の
参
加
者
が
二
次
会

へ
参
加
し
ま
し
た
。 

 

次
回
の
若
手
の
会
は
二
月
十
三
日

の
予
定
で
す
。
次
回
が
今
年
度
最
後
の

会
と
な
り
ま
す
。 

 

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 《
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
感
想
》 

・
校
内
で
職
員
に
配
布
す
る
年
末
調 

 

整
説
明
資
料
を
見
る
こ
と
が
で
き 

 

て
よ
か
っ
た
。
自
分
の
学
校
の
資 

 

実
践
を
知
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
実

際
に
校
内
で
使
わ
れ
て
い
る
資
料
を

い
た
だ
き
、
明
日
か
ら
す
ぐ
真
似
し
た

く
な
る
内
容
で
し
た
。 

 

参
加
者
か
ら
の
「
職
員
の
扶
養
親
族

の
所
得
が
制
限
を
超
え
る
か
微
妙
で

あ
る
と
き
や
障
害
者
手
帳
が
交
付
さ

れ
て
い
る
か
な
ど
非
常
に
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
な
部
分
は
職
員
に
聞
き
に
く
い 

学
ん
だ
次
の
日
か
ら
す
ぐ
仕
事
で
使
え
る
！ 

2014 年度 

 

 日時 ： １２月４日（木） 午後 6:30～ 

 場所 ： たかつガーデン  ガーベラ 

「松原市の就学援助制度改善のとりくみ 

        松原市生健会より 

       松原就学援助制度をよくする会より 

「見ようとしなければ見えない『子どもの貧困』」 

       大教組養護教員部より 

 

 私たち学校事務職員以外にもいろんな方が就学援助制度改善に向けて

運動にとりくんでいらっしゃいます。私たちのとりくみと合わせて交流

し、学習を深めましょう！ 

各単組複数以上でぜひご参加ください。 

第
３
回 

集
ま
れ
☆
若
手
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｕ
職
員
の
会 

＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆ 

し
か
し
、
来
年
四
月
よ
り
不
当
な
二
％
引
き
下
げ
勧
告 

大
阪
府
人
事
委
員
会
勧
告 

給
与
・
ボ
ー
ナ
ス
と
も
に
引
き
上
げ

十
月
二
十
四
日
、
今
年
度
第
三
回
と
な
る
「
集
ま
れ
☆
若
手
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｕ
職

員
の
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

学
習
会
は
「
年
末
調
整
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
」
と
題
し
て
、
大
教

組
事
務
職
員
部
常
任
委
員
が
講
師
と
な
り
、
年
末
調
整
事
務
を
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
な
ど
を
学
習
し
ま
し
た
。 

◆
勧
告
の
ポ
イ
ン
ト 

・
職
員
給
与
は
民
間
を
六
四
五
〇
円
下
回

っ
て
い
る
（
独
自
カ
ッ
ト
前
）
よ
っ
て
給

与
月
額
を
平
均
一
・
八
％
引
き
上
げ 

・
ボ
ー
ナ
ス
は
〇
・
一
五
月
分
、
勤
勉
手

当
で
引
き
上
げ 

・
交
通
用
具
使
用
者
に
か
か
る
通
勤
手
当

を
人
事
院
勧
告
に
準
じ
て
改
定 

・
「
給
与
制
度
の
総
合
的
見
直
し
」
に
係

る
給
与
改
定 

 

二
〇
一
五
年
四
月
一
日
よ
り
行
政
職

給
料
表
の
平
均
二
％
引
下
げ
（
一
律
に
引

下
げ
を
基
本
と
し
、
初
任
給
は
引
下
げ
な

い
。
他
の
給
料
表
も
行
政
職
給
料
表
と
の

均
衡
を
基
本
に
改
定
。
た
だ
し
、
三
年
間

の
経
過
措
置
を
設
け
る
） 

・
府
独
自
賃
金
カ
ッ
ト
の
本
年
度
末
の
終

結
を
強
く
求
め
る 

・
改
定
時
期 

 

月
例
給
：
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

に
遡
っ
て
改
定 

 
 

特
別
給
：
条
例
の
公
布
日 

 

大
阪
府
人
事
委
員
会
は
、
十
月
十
七
日

に
府
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
勧
告
を

行
い
ま
し
た
。
先
述
の
と
お
り
、
給
与
・

ボ
ー
ナ
ス
と
も
に
引
き
上
げ
勧
告
、
ま
た

昨
年
カ
ッ
ト
率
を
引
き
下
げ
な
が
ら
も

強
行
し
た
府
独
自
カ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
を
も
っ
て
カ
ッ
ト
終
結
す
る
よ

う
強
く
求
め
て
い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
引
き
上
げ
勧
告
の
一
方
、

国
・
人
事
院
に
追
従
し
、
「
給
与
制
度
の

総
合
的
見
直
し
」
を
勧
告
し
ま
し
た
。
そ

の
内
容
は
来
年
四
月
か
ら
給
与
月
額
を

平
均
二
％
引
き
下
げ
る
も
の
で
す
。
一
方

で
地
域
手
当
に
つ
い
て
は
他
府
県
の
動

向
や
経
過
措
置
の
適
用
状
況
を
勘
案
し

た
上
で
改
め
て
勧
告
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

地
公
法
十
四
条
の
「
情
勢
適
応
の
原
則
」

で
は
、
給
与
等
の
条
件
は
民
間
を
含
め
含

め
た
「
社
会
一
般
の
情
勢
に
適
応
す
る
よ

う
に
」
求
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の

「
給
与
制
度
の
総
合
的
見
直
し
」
は
国 

 

↓
ウ
ラ
面
に
つ
づ
く 

 

民間との給与較差（公民較差） 

月例給 

職員給与 民間給与 較差 

減額措置前 390,895 円 
 

397.345 円 
6.450 円(1.65％) 

減額措置後 385.782 円 11.563 円(3.00％) 

 

特別給（ボーナス） 
 

年間支給月数 
職員 民間 

３．９５月 ４．１２月 

 

 

料
の
参
考
に
し
た
い
。 

 

・
基
礎
的
な
こ
と
か
ら
教
え
て
い
た
だ 

き
、
年
末
調
整
業
務
の
具
体
的
な
イ
メ 

 

ー
ジ
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。 

 

・
ベ
テ
ラ
ン
の
事
務
職
員
の
方
が
さ
れ 

 

て
い
る
年
末
調
整
事
務
の
工
夫
が
知 

 

こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
。 

 

・
年
末
調
整
事
務
は
タ
イ
ム
リ
ー
な
研 

 

修
で
役
に
立
っ
た
。 

 

・
い
ろ
ん
な
市
、
経
験
年
数
の
方
が
参 

 

加
し
て
い
る
の
で
、
自
分
も
行
き
や 

 

す
い
で
す
。 

 

・
他
市
の
方
と
意
見
交
換
出
来
た
の
が 

 

楽
し
か
っ
た
で
す
。 

 

事務職員部報 
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日
進
月
歩 

寒
く
な
っ
て
や
っ
と
布
団
を
か
ぶ
っ
て

寝
る
の
に
気
持
ち
良
い
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
で
も
な
か
な
か
気
持
ち
よ
く
睡
眠
を
と

る
の
が
難
し
い
で
す
。
マ
ッ
ト
や
布
団
の
硬

さ
、
枕
の
具
合
な
ど
い
ろ
い
ろ
言
い
ま
す

が
、
睡
眠
は
健
康
に
重
要
な
も
の
、
快
適
な

睡
眠
を
と
り
た
い
も
の
で
す
。
必
要
な
睡
眠

時
間
は
人
に
よ
っ
て
違
う
も
の
。
い
つ
就
寝

し
、
ど
れ
ぐ
ら
い
寝
る
の
が
自
分
に
と
っ
て

ベ
ス
ト
な
の
で
し
ょ
う
。
朝
心
地
よ
く
目
覚

め
ら
れ
る
「
マ
イ
ベ
ス
ト
就
寝
時
刻
」
を
見

つ
け
る
方
法
は
？
▼
あ
る
人
に
よ
る
と
、
平

均
的
な
睡
眠
は
、
１
サ
イ
ク
ル
九
十
分
で
５

サ
イ
ク
ル
。
ま
ず
は
、
必
要
な
睡
眠
時
間
を

七
時
間
半
と
仮
定
し
ま
す
。
起
床
時
刻
か
ら

七
時
間
半
前
を
就
寝
時
刻
に
設
定
し
ま
し

ょ
う
。
た
と
え
ば
、
朝
六
時
半
に
起
床
す
る

な
ら
、
午
後
十
一
時
が
就
寝
時
刻
と
な
り
ま

す
。
こ
の
就
寝
時
刻
で
睡
眠
を
と
り
は
じ
め

て
三
日
後
に
予
定
起
床
時
刻
の
十
分
前
に

自
然
と
目
覚
め
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
そ
れ

が
ベ
ス
ト
な
就
寝
時
刻
で
す
。
一
方
起
き
ら

れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
就
寝
時
刻
を
三
日
ご

と
に
十
五
分
ず
つ
前
倒
し
し
て
い
き
自
然

と
起
き
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
そ
の
時

刻
が
ベ
ス
ト
と
い
う
わ
け
で
す
。
一
度
や
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。
▼
と
は
い
う
も
の
の
、

い
ろ
い
ろ
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
午
後
十
一

時
に
は
眠
れ
ま
せ
ん
よ
ね
。
ス
ト
レ
ス
が
な

い
こ
と
が
一
番
な
の
で
す
が
。 

(

Ｍ
・
Ｋ) 

日
時 

二
〇
一
五
年 

 
 
 
 
 

一
月
三
十
日
～
三
十
一
日 

場
所 

ア
ウ
ィ
ー
ナ
大
阪 

 

テ
ー
マ
「
民
主
的
学
校
づ
く
り
を
め
ざ
す 

 
 
 
 

学
校
事
務
労
働
の
確
立
を
！
」 

 ☆
各
分
科
会
で
レ
ポ
ー
ト
募
集
！ 

第
一
分
科
会 

「
教
育
財
政
の
民
主
化
と 

 
 
 

公
費
教
育
の
充
実
を
め
ざ
し
て
」 

・
教
育
の
無
償
化 

・
保
護
者
負
担
軽
減 

・
納
入
金
問
題 

・
就
学
援
助 

～単組・ブロックでのとりくみから～ 
 

三島ブロック学習会 
１０月１７日に三島ブロック学習会を行いました。今回も多数の

参加者があり、青年事務職員の参加もありました。 

内容は、茨木・高槻・吹田それぞれ 

府費・市費の仕事について一覧表に 

まとめたものをもとに話し合いました。 

みんな仕事のことになると、話は止ま 

りません。そんな中「若いころは、ただ 

単に事務をこなしているだけで、仕事が楽しくなかった。ところが、

組合活動を始めてから、いろいろな学習会にも参加するようにな

り、その中で事務職員の仕事は、学習環境を整える仕事、子どもの

学習権を守る仕事だということが分かり、仕事が楽しくなった。」

という言葉がまとめになりました。 

学習会の後は、もちろん夕食交流会です。ここでも、電車がなく

なりそうというまで大いに盛り上がりました。そして、この次は、

「１１月１日のレクレーションで！」と言ってわかれました。若い

人が加わると、本当にイキイキするなと感じた学習交流会でした。 

 

 

北河内 北事連 歓迎交流会 
 10 月 10 日（金）、新たに仲間をむかえた事を受けて、北事連の

歓迎会を開きました。北河内地区各地の若手・ベテラン、北河内地

区担当常任委員が多数参加し料理を囲んで交流しました。 

新しく仲間を迎え入れることができたのは、これまでの着実なと

りくみや声かけによるものであると再確信し、お互い元気がもらえ

る歓迎会となりました。 

 

教
育
の
つ
ど
い
大
阪
２
０
１
４ 

問
題
別
分
科
会
へ
行
こ
う 

十
一
月
十
六
日
午
前
九
時
半
よ
り
、
箕
面

市
立
第
三
中
学
校
で
「
教
育
の
つ
ど
い
大
阪

２
０
１
４
」
問
題
別
分
科
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。 

 

「
教
育
行
財
政
の
民
主
化
と
教
育
条
件
整

備
の
確
立
」
の
分
科
会
で
、
泉
南
市
、
府
高

教
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
レ
ポ
ー
ト
発
表
さ
れ
ま

す
。
ま
た
小
中
一
貫
校
や
「
自
校
直
営
」
方

式
給
食
を
守
る
運
動
な
ど
子
ど
も
た
ち
の
教

育
条
件
に
か
か
わ
る
問
題
の
レ
ポ
ー
ト
が
出

さ
れ
ま
す
。 

 

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

・
教
育
予
算
増
額 

 

・
職
場
の
民
主
化 

 

・
旅
費
問
題 

 

第
二
分
科
会 

「
た
の
し
く
い
き
い
き
と
し
た 

 
 
 
 
 
 
 

組
合
活
動
を
め
ざ
し
て
」 

 

・
事
務
職
員
部
運
動
と
教
研
活
動 

 

・
文
化
、
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
の
と
り
く
み 

 

・
職
場
、
分
会
で
の
と
り
く
み 

 

・
評
価
育
成
シ
ス
テ
ム 

 

第
三
分
科
会 

「
学
校
事
務
職
員
の
役
割
」 

・
学
校
事
務
職
員
の
任
務
と
は 

と
の
均
衡
を
唯
一
の
理
由
と
し
て
お
り
、
地

公
法
が
求
め
る
「
給
与
決
定
の
原
則
」
に
反

す
る
も
の
で
す
。
私
た
ち
の
切
実
な
要
求
で

あ
る
行
政
職
給
料
表
二
級
・
三
級
滞
留
問
題

は
何
ら
解
決
せ
ず
に
放
置
し
て
お
り
、
来
年

四
月
よ
り
全
体
の
水
準
を
大
き
く
引
き
下
げ

る
不
当
な
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
に
対
し
松
井
知
事
は
勧
告
の
引
き

上
げ
部
分
に
つ
い
て
「
自
分
と
は
感
覚
が
違

う
」「
景
気
回
復
の
実
感
は
な
く
納
税
者
に
理

解
を
得
ら
れ
る
の
か
」
な
ど
難
色
を
示
し
て

い
ま
す
。 

府
労
組
連
に
結
集
し
、
民
間
労
組
や
住
民

と
共
同
し
た
決
起
集
会
を
開
催
す
る
な
ど
の

と
り
く
み
を
す
す
め
、
給
与
等
引
き
上
げ
部

分
の
完
全
実
施
を
求
め
る
と
と
も
に
、
根
拠

の
な
い
「
総
合
的
見
直
し
」
に
よ
る
賃
金
カ

ッ
ト
の
撤
回
を
求
め
て
た
た
か
い
ま
し
ょ

う
。 

 府
労
組
連
第
二
次
決
起
集
会 

 

十
一
月
十
四
日
（
金
）
十
六
時
半
～ 

（
大
阪
城
公
園
教
育
塔
前
） 

第
三
十
五
回 

大
教
組
事
務
研
究
集
会 

レ
ポ
ー
ト
・参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す 

 

「
旅
費
問
題
」
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
大
教
組
事
務
研
究
集
会
も
今
年
度
で
第
三
十
五
回
と
な

り
ま
し
た
。
左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。 

 

皆
さ
ん
の
積
極
的
な
レ
ポ
ー
ト
発
表
・
参
加
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

・
事
務
だ
よ
り
、
子
ど
も
ア
ン
ケ
ー
ト 

・
共
同
実
施
と
学
校
間
連
携 

・
教
育
条
件
整
備 

・
Ｉ
Ｔ
化
と
情
報
管
理 

 第
四
分
科
会 

「
わ
た
し
た
ち
の
権
利
と 

 
 
 
 
 
 
 

地
域
住
民
と
の
共
同
」 

・
労
働
条
件
改
善 

・
労
働
安
全
衛
生 

・
自
治
体
と
の
か
か
わ
り 

・
地
域
、
保
護
者
と
の
共
同 

 ◎
レ
ポ
ー
ト
〆
切 

十
一
月
十
九
日
（
水
） 

 

ま
た
、
分
科
会
受
付
や
夕
食
交
流
会
担
当

な
ど
事
務
研
を
運
営
す
る
た
め
に
お
手
伝
い

い
た
だ
け
る
実
行
委
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。 

 ●
参
加
費
用 

参
加
費 

三
千
五
百
円 

宿
泊
料 

八
千
五
百
円 

昼
食 

千
円 

 

参
加
申
し
込
み
は
、 

 
 
 
 
 

各
単
組
事
務
職
員
部
ま
で 

 ◎
参
加
申
込
〆
切 

十
一
月
二
十
六
日
（
水
） 

 

 

＄
＄
＄
＄
＄
＄
＄
＄
＄
＄
＄
＄
＄
＄
＄
＄ 

＄
＄
＄
＄
＄
＄
＄
＄
＄
＄
＄
＄
＄
＄
＄
＄ 

  

 

 第３回部長会議 

  １１月１３日（木）１８時半より 

 第２回委員会 

  １１月２７日（木）１５時より 
 
  どちらも たかつガーデン ローズ 

 

 各単組よりご出席お願いします。 

 


